
（別紙３）

～ 令和8年　１月　３１日

（対象者数） １９名 （回答者数） １６名

～ 令和８年　１月　３１日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

外出の機会を多くしていることで、保護者の皆様からも高評

価を頂いております。

利用児童の皆さんが、通所することが楽しみになるよう、安

全面に気をつけながら、今後も続けていきたいと考えており

ます。

2

・学校や学年によって下校時間が様々ですし、家庭によって

　も状況が異なりますが、なるべく個々の要望に沿った支援

　ができるよう努めていきたいと思います。

3

・様々な年代の方と交流できるのは、多機能型施設の良さの

　一つだと考えますので、今後も一緒に活動する機会を作り

　コミュニケーションを取っていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・パーテーションを用いたり、地域の公共施設等を有効活用

　しながら、利用児童の皆さんが安全に活動できるよう、職

　員間で協議していきたいと思います。

2

　

3

○事業所名 多機能型支援施設アップル

○保護者評価実施期間
令和７年　１２月　１日

○保護者評価有効回答数

令和８年　１月　５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スペースが限られており、利用人数が定員に達すると、狭く感

じられる。

・基準上は適切なスペースとなっておりますが、個々特性や動

　き、活動内容を考えると、狭く感じられます。

・活動を分けたり、クールダウンスペースとして活用できる

　個室が少ない。

行事に力を入れ、季節の行事を活動に取り入れたり、外出支援

や外食支援、クッキングなどのプログラムを定期的に計画して

います。

・行事を通して季節を感じてもらえるような内容を考えてい

　ます。

・外出・外食支援を通して、社会のルールやお金の使い方を

　学ぶことを目的とし企画しています。

・食育や将来を見据え、調理の経験を増やしたいと考えてい

　ます。

送迎時間は、なるべく保護者様の要望に応えられるよう調整し

ています。

学校への送迎、休校日の家庭への送迎は、保護者様とこまめに

連絡を取り合いながら、時間を調整しています。

多機能型で施設を運営し、生活介護事業も行っているので、

様々な年代の利用者さんと触れ合うことができます。

生活介護の利用者さんと一緒にレクリエーションを楽しんだ

り、同じ空間で過ごすことでコミュニケーションを学んでいま

す。

事業所における自己評価総括表公表


